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愛　す　る　少　年
――『アザー・ヴォイシズ、アザー・ルームズ』における「愛」――
徳　永　慎　也
Ⅰ　はじめに
　トルーマン・カポーティ（Truman Capote, 1924－84）の初長編『アザ ・ーヴォイシズ、アザ ・ールー
ムズ』Other Voices, Other Rooms（1948、以後、OVOR）は、ノンフィクション・ノベル『冷血』In 
Cold Blood（1965）とならび、カポーティが世に送り出した傑作のひとつであると考えられている。
本作品は、ニューオーリンズ近郊の南部の寂れた田舎にある荒廃した屋敷を舞台に、少年ジョエ
ル・ノックス（Joel Knox）が、そこで出会うグロテスクな一風変わった人々との出会いを通して、
成長するという物語である。
　多くの研究者たちが指摘するように、カポーティは個人の内面を描くことに長けていた。本作品
では、カポーティのその才能がおおいに発揮されている。その一方で、そうした内面描写は、自分
の殻に閉じ籠るような印象を与えてしまうことは否めない。そうしたカポーティの作風を、ジョ
ン・オールドリッジ（John Aldridge）は社会への関心が薄いと批判した。しかしながら、社会から
完全に自由である個人など存在しない。にもかかわらず、本作品が社会への関心が薄いとされる理
由は、主人公ジョエル・ノックス（Joel Knox）が社会の中で自己を達成しようとするのではなく、
社会の外に自身の居場所を見つけるからである。この点について、ウィリアム・ナンス（William 
Nance）の指摘が参考になる。ナンスは、ジョエルが成長する過程において、周囲から人生につい
て学び、「彼にふさわしい場所」を見つけ、その場所を受け入れる（41）1と述べた後で、次のよう
に続ける。
　このような一般的な言葉を用いて記述すると、どんな若者であっても、社会の中において、
要　　旨
　トルーマン・カポーティの『アザー・ヴォイシズ、アザー・ルームズ』(1948) は、アメリカ
南部のゴシック小説の系譜に連なる作品である。本論文では、主人公ジョエル・ノックスが精
神的に成長する過程を明らかにする。すなわち、全身麻痺のため寝たきりである実父との決別
によって彼が物理的、精神的自由を得ること、そして、同性愛的指向を持った登場人物との交
流によって、彼が多様な愛を認め受け入れることである。また、異性愛主義が支配する社会に
対して、ジョエルが多様な愛を受け入れた自分を宣言することは、同性愛者であった当時のカ
ポーティが作品に託して、アメリカ社会に対して投げかけたメッセージであったことを論じる。
　キーワード： アメリカ文学／トルーマン・カポーティ／同性愛／アメリカ南部／ゴシック小
説
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精神的に完全な成長へと向かうというイニシエーション（通過儀礼）をこの小説が描いてい
るように見えるかもしれないが、しかし、そうではない。この小説は、むしろ社会の外に向
かうためのイニシエーションとして説明されるだろう。（41）
すなわち、既存のアメリカ社会においては達成できない「異常性（abnormality）」（41）を少年ジョ
エルが受け入れ、異常性を受け入れた自分を社会に宣言しつつも、一般のアメリカ社会から距離を
置くことが、ジョエルの成長であるとナンスは論じる。
　確かに、ジョエルは人里離れた田舎の屋敷に留まることを選択する。しかし、この物語の本質は
自分の殻に留まることではなく、むしろ、社会が共有している一般的価値観からはずれた人間たち
が、自分たちが同一の社会に存在することを宣言する点にある。
　そこで、本論文では、OVOR には、主人公が自身の内面に籠るだけでなく、自身の存在を認識し
てもらいたいという社会に向けての要求が描かれていることを論じる。そのために、本論文では
ジョエルの成長に影響を与える要素について考察していく。なぜなら、物語の結末においてジョエ
ルは外見上や年齢は少年のままであるものの、彼は精神的に成長し、そして、その大きな「成長」
はそれまでとは違う自分を認識するということを意味しているからである。
　そこで、まず、ゴシック小説的な道具立て、詩的な文章、幻想的な風景、グロテスクな人間描写
といったエドガー・アラン・ポー（Edgar Allan Poe, 1809－49）に連なるアメリカ南部ゴッシク小説
の要素がジョエルの成長に与える影響を論じる。次に少年が成長する物語という点に注目し、教養
小説として本作品を読み解く。そのために、まず、父と子の関係がジョエルの成長に与える影響に
ついて考察する。次に、ジョエルが多様な「愛」に気づくことを考察する。最後に、多様な性的指
向を受け入れ、それを社会に宣言するジョエルの姿を明らかにする。以上のことを明らかにするこ
とによって、OVOR が社会に向けるメッセージを読み解く。
Ⅱ　ゴシック小説としてのOVOR
　本作品を南部ゴシック小説の系譜とする見方は出版当時からよく指摘されていた。そして、本
作品の優れた特徴の一つはゴシック的特徴にあり、カポーティはその点で高く評価されている。2ゴ
シック小説（Gothic Novel）とは恐怖（terror）を感じさせるような小説を指す。一般的に、ゴシッ
ク小説においては、荒廃や退廃を思わせる中世趣味的な城や地下室、修道会、陰気な邸宅を舞台に、
監禁や残酷なこと、虐待などのエピソードが語られる。また、幽霊や怪物が登場する、またはその
存在を想起させるという特徴を持っている。3 
　アメリカにおけるゴシック小説については、当時のイギリスにおけるゴシック小説の大流行に
影響を受けたチャールズ・ブロックデン・ブラウン（Charles Brockden Brown, 1771－1810）を始ま
りとして、ワシントン・アーヴィング（Washington Irving, 1783－59）、エドガー・アラン・ポー、ナ
サニエル・ホーソーン（Nathaniel Hawthorne, 1804－64）、ハーマン・メルヴィル（Herman Melville, 
1819－91）、ヘンリ ・ージェイムズ（Henry James, 1843－2－1916）、ウィリアム・フォークナー（William 
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Faukner, 1897－1962）、トマス・ピンチョン（Thomas Pynchon, 1937－）といった作家たちの作品にゴシッ
ク小説的な感性をみとめ、アメリカン・ゴシックと呼ぶことがある。アメリカでは独自のゴシック
小説文化が生まれ、現代まで受け継がれているのである。4
　また、本作品がアメリカ南部の田舎を舞台としていることから、アメリカ南部ゴシック小説の系
譜に位置付けることができる。時代に取り残される没落した南部社会を描いたフォークナーに連な
る南部作家によるアメリカン・ゴシックの伝統は、南部ゴシック小説と呼ばれる。かつての奴隷制
度の名残をとどめるアメリカ南部を舞台とした OVOR は、南部ゴシック小説の系譜に位置し、さ
らに明確にゴシック小説的な要素を取り入れた作品であると言えるだろう。
　OVOR に見られるゴシック的要素を具体的に見てみると、冒頭から指摘することができる。例
えば、バスも列車も走っていない人里離れた不気味な土地はゴシック小説の定石である。さらに、
ヌーン・シティー（Noon City）5は、犯罪者が「跳梁跋扈しており」（17）、美しい三姉妹が盗賊に
よって残酷に殺されたいわくつきの屋敷がある。また、片腕がない鰐足の男や、「精神病院（a mad 
house）」（23）のような飲食店を経営する「男らしい」（22）女将などの住人がゴシック的な色合い
を濃くする。そして、ジョエルが父を訪ねて向かうスカリーズ・ランディング（Skully’s Landing）は、
どくろ（skull）という言葉が示すように、まさに南部ゴシック小説の舞台といった趣である。ラン
ディングは、奴隷を使った南部プランテーションの面影を残す没落した屋敷である。まるで生きて
いるかのような屋敷は、何か不吉なことが起こりそうな雰囲気を持つ。火事で焼けた屋敷の一部が
より不気味さを高める。
そこで、遠くに目をやると、屋敷の反対側には、異様な光景が目に入った。五本の指のよう
な、縦に溝が入った白い円柱が列になって並び、それが庭園に原始的で何かに憑りつかれた
ような失われた廃墟の姿を与えている。ユダの木の蔦が倒れそうな細長い柱にまとわりつき、
黄色いぶち猫がその真ん中の柱で爪を研いでいる。（48）
「何かに憑りつかれたような失われた廃墟」、ユダが首を吊った木といった不吉な舞台設定がなさ
れている。さらに、ランディングは地盤沈下によって少しずつ沈んでいるという設定がなされている。
これは、幻想的な怪奇小説を書き、アメリカ人作家によるゴシック小説の系譜においてゆるぎない
地位を占めているポーの「アッシャー家の崩壊」“The Fallen of the House of Usher”（1839）を思わせる。
　以上のようなゴシック的な要素を背景として、数々の謎が描かれ、解き明かされていく。ジョ
エルが直面する謎は、例えば、父・サンソム（Sansom）にジョエルがなかなか会わせてもらえず、
実際にサンソムと対面すると彼が全身麻痺で寝たきりであったことや、屋敷で目撃した窓辺に立つ
「奇妙な貴婦人（queer lady）」（67）が女装したランドルフ（Randolph）であったというものである。
“queer”という言葉は、謎の貴婦人が女装したランドルフであったとわかるまでは、「奇妙な」と
いう意味でとるのが妥当であるが、しかし、実は「同性愛者」という意味が隠されていると考えら
れる。ランドルフは、ジョエルの義理の従兄にあたり、サンソムに代わって手紙を書き、ジョエル
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をランディングに呼び寄せ、さらにジョエルをランディングに留めておこうと企てた人物である。
　謎や企ては、物語が進むうえで重要な要素となっている。なぜなら、これらの謎が徐々に解き明
かされ、物語が進む過程において、ジョエルはその謎が持つ不確実性に翻弄されながらも、成長し
ていくからである。言い換えれば、ジョエルが抱く期待を裏切る形で物語は進んで行くのである。
さらに、人里離れた土地、不気味な屋敷といった日常と違う舞台設定が、何か普通とは違うことが
起こりそうであるという不確実性をも生み出している。ジョエルは、こうしたゴシック小説が持つ
非日常的な出来事の中に置かれることによって、一般のアメリカ社会の価値観から外れた異常性を
受け入れていくのである。
　以上のように、本作品はゴシック小説としての要素には事欠かない作品である。幻想的な風景描
写や心理描写がその効果を高めている。また、最後に合理的な説明がなされるものの、物語は謎に
満ちており、それらはジョエルが成長するうえで欠かせない要素となっている。例えば、なかなか
会わせてもらうことができなかった全身麻痺した父との別れは、ジョエルが成長する過程において
重要な要素として挙げることができる。本作品に描かれた謎は、ジョエルが持つ価値観を大きく揺
さぶり、ジョエルを翻弄していく。そして、ジョエルは翻弄されつつも、新しい価値観を受け入れ
て、成長していくのである。
Ⅲ　愛する父を求めて
　本節では、ジョエルと父・サンソムの関係について論じる。ジョエルが、父親を求めて旅に出る
という物語冒頭からわかるように、子が父を求めて旅に出るというテーマが本作品の重要なテーマ
の一つである。また、OVOR が持つ中心的主題として、作者であるカポーティ自身が、「本質的に
想像上の人物の存在」、つまり父親の存在を求めていたことを挙げている。カポーティは次のよう
に述べる。
　奇妙なことに、と言うのも、ニューオーリンズはそれほど大きな町ではないからであるが、
私は知り合いに会わなかった。偶然、父親と会ったことを除いては。それは皮肉なことであっ
た。なぜなら、その時は気づいていなかったけれども、『アザー・ヴォイシズ、アザー・ルー
ムズ』が持っている中心的なテーマは、この本質的に想像上の人物の存在を私が探し求める
ということだったからである。（「雲からの声」“A Voice from a Cloud” 8）
幼少期に両親が不仲となり、カポーティは母親に引き取られ、実の父親と会う機会が少なかった。
カポーティと実父との関係が本作品に影響を与えており、また、カポーティとジョエルを結ぶ接点
の一つとなっている。そこで、本作品に描かれる父と子について、具体的に考察する。
　先に述べたように、本作品において父と子の物語が重要なテーマであることは、少年が一度も見
たことがない父を求めて旅に出るという物語の冒頭から示されている。父親としての使命を果たし
たいとする父からの手紙を受け取り、父を求めて喜んで旅に出る少年の姿からは、父親という存在
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を得ることに対する希望を見ることができる。また、父の元へ旅立つ時点では、ランディングは不
気味な土地ではなく、希望の地であり、ジョエルをランディングに呼び寄せた父・サンソムは憧れ
の存在である。
　しかし、これらの希望は打ち砕かれることとなる。なぜなら、父が腕と頭がわずかだけ動く全身
不随で、言葉すらまともに話すことができない人間であったからである。サンソムはジョエルが求
めていた父ではなく、ただの二つの目だけを持った生物だったのである。ジョエルは自身が想像し
た父と全く異なる父に対して落胆する。
ジョエルがミスター・サンソムに会うことさえなかったら！そうすれば、ジョエルは、サン
ソムをこんな風だろう、あんな風だろうと素晴らしい姿に思い描き続けることができたのに。
優しく強い声で話す父の姿を。彼の本当の父である姿を。ここにいるミスター・サンソムが
彼の父親でないことは明らかだった。ここにいるミスタ ・ーサンソムは、狂った二つの目（a 
pair of crazy eyes）である以外の何者でもなかった。（171）
サンソムは、ジョエルが「素晴らしい姿」を想像し胸を躍らせた人間ではなく、「狂った二つの目」
であった。つまり、ジョエルに対してサンソムは、ジョエルが期待した父親としての役割を果たし
ていない。ジョエルが探し求めた、愛する父親は永遠に不在であり、失われてしまう。もっと言え
ば、手紙を書いたのはサンソムではなくランドルフであったのであるから、手紙を受け取った時点
で、すでに思い描くような父は存在していなかったのである。
　ジョエルは、恋をした男勝りなアイダベル（Idabel）と出奔することを決断し、ランディングを
去るために父と決別する。その際、はじめてジョエルはサンソムを父と認め、別れを告げる。
ジョエルは優しくミスター・サンソムの手を取った。そして自分の頬に押し当て、二人の間
に温かみを感じるまでそのままにしておいた。彼は乾いた指と結婚指輪にキスをした。指輪
の金は彼ら二人を結び付けていることを意味するものであった。「僕は行くよ、お父さん」
彼は言った。そして、それはある意味では、ジョエルが初めて二人の血縁を認めた瞬間だっ
た。ゆっくりと、彼は立ち上がり、そして手のひらをミスター・サンソムの顔の両側に押し
当て、二人の唇を重ねた。「僕のたった一人のお父さん」と彼は囁いた。向きを変え、そし
て階段を下り、彼はもう一度そう言った。しかし、今度は全くの独り言だった。（185－86）
この場面において、ジョエルは、はじめてサンソムを父と認める。サンソムが父親であることを、
決別の時までジョエルは受け入れていない。サンソムに接吻することは、父が物理的に存在するこ
とを確認するだけでなく、親子としての愛情や絆を確認することを意味している。ジョエルは父親
の存在を認め、絆を認め、別れを告げることによって、父が不在であるという苦悩から自由になる
のである。父との決別は、ジョエルを父親という存在から精神的に自由にし、さらに、ランディン
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グから離れるという物理的な自由を与えるのである。しかし、実際は愛情や絆を確認するための経
験が二人にはない。つまり、カポーティが自身の父親を「想像上の人物」と呼んだように、目の前
にサンソムが存在しているとしてもなお、ここでジョエルがサンソムを父と認めることは、実はサ
ンソムが父親であるとジョエルが想像するにすぎないとも言えるだろう。
　ジョエルが探し求めた父は対面してもなお父親としての役割を果たしていない。そのため、父を
求めて成長するというジョエルが思い描く物語は成就しない。そして、それは永遠に不在の父を探
し求めるという不毛な物語を暗示している。そこで、ジョエルはサンソムを父親であると認め、実
際には存在しない父との絆を確認することによって、サンソムと決別し、精神的に解放される。ま
た、それはランディングを去るという物理的な自由をも意味する。自由を得ることによって、ジョ
エルは、新しい価値観を受け入れる機会を手にする。つまり、父親との決別は、ジョエルが成長す
る上で大きな転機となっているのである。
　しかし、最終的にジョエルはランディングに連れ戻される。そして、一度は逃げ出した場所に自
ら留まることを選択する。それは、サンソムのためではない。アイダベルと過去に愛した男を忘れ
られずにランディングに閉じ籠るランドルフとの関係を通して、新たな価値観を受け入れたジョエ
ルが自ら選択するのである。
　父を求める少年の成長物語として本作品を位置付けるならば、教養小説の一つとして本作品を読
む可能性が生まれる。池田浩士は、教養小説を端的に「ひとりの人間の成長過程を描くことが、そ
れらの小説の中心テーマになっている」（6）と述べる。そして、教養小説に描かれる重要な点を次
のように指摘する。
〈教養小説〉に描かれているのは、つまり、ただ単に、ひとりの個人の自己形成の過程だけ
ではないのである。その個人の歩みを潜在的にもせよ支えるものは、社会の現実にたいして
向けられた目であり、社会的現実のなかで個人はいかにして意味ある生を営むことができる
のかという問いなのだ。（11）
社会への関心が希薄であると評されることが多い本作品であるが、しかし、本作品を一つの教養小
説として読むとき、少年ジョエル個人としての成長と社会との葛藤の物語として読む可能性がでて
くるだろう。
　父を求めて訪れたランディングは、不気味で、退屈で、奇異な場所であり、ジョエルが求めるも
のはそこになかった。しかし、その場所から物理的にも精神的も自由なったにもかかわらず、ジョ
エルがランディングにまた留まる決意をする。この点に、ジョエル個人と社会との葛藤を見ること
ができる。次節以降において詳しく論じる。
Ⅳ　多様な愛を認めて
　本節では、父親から自由になったジョエルが多様な愛を認めることを確認する。この時期、アメ
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リカ合衆国において異性愛は制度化されていた。しかし、異性愛主義的な価値観とは違う「愛」に
ジョエルが触れることによって、常識から外れた価値観であれ、それを「愛」として彼が受け入れ
る姿を明らかにする。ここで言う「愛」は、異性愛、同性愛、両性愛、トランスセクシュアルといっ
たセクシュアリティを含む。ここでは、様々な形が認められうるということで「愛」としたい。
　また、ジョエルのセクシュアリティは、実は作品中において明確には示されない。作品が同性愛
的要素を背景とし、ジョエルが同性愛者として自分を認めたかもしれないという可能性が示唆され
るものの、ジョエルが同性愛者であるかどうかは明らかにされない。また、OVOR は露骨な同性愛
の具体的描写を伴わない。6
　しかしながら、本作品を解釈する上で重要なことは、「同性愛」を定義し、ジョエルをその枠の
中に閉じ込めることではない。むしろ、多様な「愛」を認めたことによって、異性愛中心主義から
ジョエルが解放されるということが重要なのである。
　まず、ジョエルにとって同性愛が大変奇妙なものであったことを確認しておく。ニューオーリン
ズで暮らしていた際に、ブラックメール（ゆすり）というのぞき遊びをしていた際、ジョエルは男
性同士が接吻する場面を目撃する。ここでは、ゆすり
4 4 4
やのぞき
4 4 4
という言葉からわかるように、ニュー
オーリンズでは同性愛者は隠れた存在であったことが示唆されている（65）。また、ジョエルが目
撃したものの中で一番当惑するものが男同士の接吻であった（65）ということから、同性愛はジョ
エルが持つ常識からかなり外れた存在であったと言える。つまり、この時点では、ジョエルは同性
愛者が社会から隠されながらも存在していることを理解できていないのである。また、男勝りなア
イダベルに恋をするジョエルは、彼女に捨てられて屈辱を味わうまでは、異性愛者であるように思
われる。ジョエルは、ランディングでの経験を通して、徐々に異性愛という価値観では理解されな
い「愛」があることを理解していく。
　作品中の同性愛的要素についてまず注目したい点は、アイダベルである。彼女は異性愛主義中心
のアメリカ南部社会が持つ価値観とは違った価値観を持つ少女として描かれる。彼女は、アメリカ
南部社会が少女に要求する振る舞いを拒み、まるで少年のように振る舞う。そして、ジョエルと仲
良くなっていくものの、彼に対して恋愛感情を抱くことはない。そして、最後にはジョエルを捨て
て、小人の女性であるウィステーリア（Wisteria）と駆け落ちしてしまう。アイダベルに捨てられ
たジョエルは屈辱を味わう。しかしながら、ジョエルが彼女に好意を寄せていることからわかるよ
うに、作品中においてアイダベルは好意的に描かれている。つまり、物語中で同性愛的なものは異
常なものとして否定的には描かれておらず、むしろ魅力的に描かれているのである。
　そして、アイダベルのような同性に惹かれる人間だけでなく、小人ウィステーリアのような世間
では変わっていると考えられている人々が、愛を求める状況やそれがもたらす孤独をウィステーリ
アの口によって、「…かわいそうな子、彼女も自分を逸脱した人間（a freak）だと思っているので
はないのかしら」（195）と語らせている。この孤独は、世間一般の価値観から「逸脱」しており、
世間から疎外され、認めてもらうことができない状況から生み出されているものである。逸脱とい
う言葉には括弧をつけねばなるまい。なぜなら彼女たちを逸脱していると決めているのはアメリカ
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南部社会であり、彼女たち自身ではないからである。彼女たちが自身を逸脱していると感じる理由
は、社会の価値観と自分たちの存在が相容れないものであるかのように彼女たち自身が感じてし
まっているからである。それは彼女たちに深い苦悩をもたらしている。ジョエルは、アイダベルや
ウィステーリアが苦悩する姿に触れることによって、どのような愛であれ、「愛こそは不変なもの
である」と気づく。
ジョエルは狼狽した。しかし、彼は、今はもう誰も傷つけたくなかった。ミス・ウィスティー
リアも、アイダベルも、……。世界は恐ろしいところだ、そうだ、彼は知っていた。世界は
非永続的である、永遠に続くものなどあるだろうか？または、永遠に続くものとは何だろ
う？岩は浸食され、川は凍結し、果実は腐敗する。突き刺せば、黒人も白人も同じように血
が流れる。……しかし、三つの小さな目を覚えているだろうか？彼女に愛と金色に熟れた
リンゴを見せてやれ、愛は雪の女王を消し去り、愛の存在が名前を言い当てる。ルンペル
シュティルトスキンであれ、単にジョエル・ノックスであれ。愛こそが不変のものである。
（195－96）
ジョエルは、社会から「逸脱」し、疎外された人間たちをはねのけて、傷つけたくない。つまり、
彼女たちが同性愛者であるためにアメリカ社会が持つ価値観からすれば許容されない人間であると
してもジョエルは彼女たちを愛したい。なぜなら、この「恐ろしい」、「非永続的」な世界において、
「愛こそが不変のものである」のだから。これは、アイダベル、ウィステーリアが、彼女たちが持
つ価値観が社会から「逸脱」していることに葛藤する姿に触れることで、ジョエルが多様な愛が認
められるべきであることを悟ったことを意味している。これをジョエルの「成長」の一つとして読
みとることができるだろう。
Ⅴ　自己の承認を求めて
　次に、ジョエルが多様な愛がありうるという価値観を受け入れた自分を自分自身によって認め、
さらに、アメリカ社会に対して自分の存在を受け入れるように求める点を確認する。それは、本作
品が持つ重要なメッセージとなる。
　ジョエルは、アイダベルとの恋に破れ、ランドルフによってランディングへ連れ戻される。女装
し、過去に愛した男ペペ（Pepe）を想い続ける同性愛者ランドルフは、サンソムに代わって手紙を
書き、ジョエルをランディングへと呼び寄せた人物でもある。さらに、ジョエルに会いに来た叔母
にジョエルを会わせないように画策する。つまり、ランドルフによってジョエルはランディングに
呼び寄せられ、つなぎとめられる。
　ジョエルは、アイダベルに去られたことに傷つき、精神的にも肉体的にも苦しむものの、ランド
ルフと過ごすことによって、徐々に回復に向かう。そして、ランドルフに連れ出され、クラウド・
ホテルで一夜を過ごした後に、「愛こそが不変である」という結論に達した自分を世界に宣言する。
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「僕は僕だよ」とジョエルは大声で叫んだ。「僕はジョエルだ。みんな同じ人間じゃないか。」
そして、彼は登るために木を探した。彼はまさに天辺まで登って行きそうだった。そして、
そこで、天国の途中で、彼は両手を広げ、そして世界を求めた。（227）
ジョエルが「僕は僕だよ」と宣言するとき、そこに迷いはなく、活き活きとしている。父と決別し
たことによって自身の生活に一つの区切りをつけ、アイダベルとの新しい生活を夢見て失敗に終わ
り、失意のうちにランディングにジョエルは戻ってくる。しかし、どのような愛であれ愛こそは不
変のものであるという、ジョエルがたどり着いた結論を受け入れ、それを受け入れた自分を「僕は
僕だ」と宣言する少年の姿には力強さを感じる。そして、自分自身を認めることへの称賛がここに
はある。これこそが、ジョエルが成長した証であると考えられる。また、多様な愛が認められうる
という価値観を受け入れたジョエルは、女装したランドルフの求めに応じて、ランディングの屋敷
に招き入れられ、後ろに残した自分を見る。
彼女［女装したランドルフ］はジョエルに手招きをした。光り輝く銀色の姿、彼は行かねば
ならないと知っていた。恐れず、ためらわず、彼は庭の縁でちょっと立ち止まっただけだっ
た。その場所で、まるでジョエルは何かを忘れ去ってしまったかのように、立ち止まり、そ
して花もなく、薄くなる青い空を、そして、彼が後ろに残してきた少年を振り返った。（231）
ジョエルは、一度逃げ出したランディングに留まる決意をする。そのように決意したジョエルは以
前の彼とは決定的に違うことが「後に残してきた少年」によって示される。すなわち、ジョエルの
大きな成長が、本場面において象徴的に描かれているのである。
　ジョエルは父と決別し、一度はランディングから逃避することによって父親という存在から自由
になる。そして、多様な愛を受け入れ、ジョエルは多様な愛を認めた自分がありのままの自分なの
であると宣言する。その上で、人里離れたランディングに留まることは、異性愛中心的な社会から
距離をとるという意味において逃避を意味している。しかし、より重要な点は、それは同時に、多
様な愛のかたちを受け入れた自分を肯定するということによって、精神的に自由になることである。
　ここで発せられているメッセージは抑圧されている者たちの苦悩だけではなく、その抑圧の中で
すら自身を受け入れて、認め、誇りを持つことが人間を自由にするのであるというメッセージなの
である。
Ⅵ　「雲からの声」にみるカポーティとジョエルの関係
　ここで、OVOR が自伝的作品であることをカポーティ自身が認めたエッセイ「雲からの声」“A 
Voice from a Cloud”（1969）に注目し、OVOR とカポーティとの接点を探る。そうすることによって、
OVOR が持つアメリカ社会へのメッセージがより明らかになるだろう。カポーティにとって自伝的
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であった点について、次の三つにまとめることができる。一つ目は、作品の舞台や登場人物が少な
からずカポーティが経験したことに基づいていた点である。二つ目は、先に述べたように、父を探
し求めることを作品が持つ中心的なテーマとしてカポーティが挙げていることである。事実、カポー
ティは実父と没交渉であった。そして、三つ目は、ジョエルが成長したことをカポーティ自身に重
ねている点である。
　1968年、カポーティは OVOR の20周年記念版7に序文を寄せた。その序文は、「雲からの声」とい
うタイトルをつけられ、『犬は吠える』The Dogs Bark（1973）8に収録されている。本エッセイのなかで、
OVOR が自伝的作品であることをカポーティ自身が次のように指摘する。
『アザー・ヴォイシズ、アザー・ルームズ』は、悪魔祓いの試みであった。そして、それは
無意識的な、完全に直観的な試みであった。なぜなら、小説内のいくつかの出来事と描写を
除いては、それがあらゆる真面目な点において、自伝的であると私は気づいていなかったか
らである。今、再読してみると、そのようなごまかしは許されないと思う。（3－4）
作品発表当時は否定していたにもかかわらず、「自伝的」であることを20年経た後にカポーティは
認めている。さらに、自身が持つ文学的知性 （4）として他の作家たち9の影響を認めつつも、作品
に対して一番影響を与えたものは「気難しい、隠された」自分自身であるとカポーティは次のよう
に述べる。
しかし、この小説が本当に元祖としているものは、私の気難しい、隠された自己である。結
果は啓示（新事実）と逃避の二つであった。つまり、この小説は私を自由にした。そして、
その予言的な最後の文にあるように、私はそこに立ち、そして後ろに残してきた少年に向
かって振り返ったのである。（4）
カポーティは、ここでジョエルと自分を重ねている。ジョエルが多様な愛がありうるということを
理解し、受け入れ、世界に宣言したという「啓示」的な体験と、ランディングという人里離れた場
所に自分の居場所を見つけるという「逃避」が、ジョエルを自由にしたように、カポーティをも自
由にしたのである。
　そして、カポーティは、OVOR が持つメッセージを難破船の乗組員がびんに詰めて海に投げ入れ
る「苦悩に満ち、嘆願するような激しさを持っている」メッセージに例えている。
　再読してどう思ったか？再読し、すべに述べたように、その象徴的なごまかしに驚かされ
た。また、完成されているように思う一節もあるけれども、不安になる一節もある。しかし
ながら、全体として、全くの他人が書いた新しく鋳造された原稿を読んでいるようであった。
私は彼に感心した。なぜなら、彼が書いた小説は、光にかざされた不思議に色づくプリズム
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の謎めいた輝きを放ち、そして、ある苦悩に満ち、嘆願するような激しさを持っていた。ま
るで難破船の船員が、びんに詰めて海に投げ入れたメッセージのように。（10－11）
カポーティは過去の若き自分を三人称で示している。過去の自分が発したメッセージを現在の自分
が受け取り、過去においては全く無意識であった作品が持つメッセージに現在のカポーティは気が
ついたのである。言うなれば、彼は、過去の「他者（other）」の声を読み取ったのである。それは、
まさに「他者の声（other voices）」だったのである。
　同性愛者であったカポーティが、難破船の乗組員のように社会から漂流した存在であったことは
想像に難くない。なぜなら、異性愛主義が支配していた当時のアメリカ社会において、同性愛者は
差別され、その存在すら許されなかったであったからである。カポーティがびんに詰められ海を漂
うメッセージに例えた本作品は、まさに当時のカポーティが自分の存在をアメリカ社会に伝えよう
としたメッセージであったと考えられる。
　OVOR は、世の中に対して無関心であり、自分の殻に閉じ籠るかのような作品であると捉えられ
る傾向にあるが、しかし、同性愛者や奇人（フリーク）たちが社会に向けたメッセージ、つまり、
彼らを異常であると判断する社会に自分たちの存在を認めてほしいというメッセージが描かれてい
る。本作品が、内に籠るかのような印象を与えてしまう理由は、ランディングに籠るからである。
しかし、それは抑圧的な立場に置かれたために内に籠らざるを得なかったのであり、決して社会か
ら目を背けたわけではないと考えられる。
Ⅶ　OVOR 出版から 20 年の時を経て
　OVOR 出版から20年の時を経た1968年、カポーティは少年ジョエルと改めて対面し、自身とこの
少年の共通点を認めた。1968年にはすでにカポーティは同性愛者であることを公に認めていた。同
性愛者の権利獲得運動は、1969年に同性愛者たちが抗議を起こしたストーンウォールの暴動から掘
り起こされることが多いことを考えると、カポーティが本作品の同性愛的要素を認めたことは時代
と呼応しているように思われる。その当時のカポーティが他者として言及した若き日のカポーティ
が OVOR に込めたメッセージは、20年間、大海原を漂い、なお古びることはなく、むしろより強
い願いとなっていたのではないだろうか。
　カポーティが、その初期作品において、アメリカ社会において抑圧的な立場におかれた者たちの
声を描いたことは、彼が社会に少なからず目を向けていたことを意味する。また、激動する時代の
流れの中で、20年後、同性愛者の権利獲得運動が動き出す時期にカポーティ自身が、OVOR を自伝
的であると認めたことは大きな意味がある。なぜなら、自身が持つ社会への関心に対して、カポー
ティがより自覚的になったと考えられるからである。
　カポーティが持っていた社会を見つめるその観察眼は、OVOR の時点においてすでに存在した。
その鋭い視点は、後の作品においても同様に見ることができる。例えば、1955年12月に当時のソ連
で海外公演を行ったアフリカ系アメリカ人歌劇団に同行取材し、その取材をもとにノンフィクショ
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ン作品として発表した『詩神の声聞こゆ』The Muses Are Heard（1956）を挙げることができる。本作品は、
劇団のソ連訪問とその公演の過程をユーモラスに描いた単なる喜劇には終わらない。なぜなら、「自
由と平等の国」であるアメリカ合衆国内におけるアフリカ系アメリカ人差別についての言論を封じ
込めようとする合衆国政府の姿が描かれているからである。また、1958年に出版されたフィクショ
ン作品『ティファニーで朝食を』Breakfast at Tiffany’s には、大都会ニューヨークを舞台に悩みなどな
さそうな自由奔放な女性ホリー・ゴライトリー（Holy Golightly）の生き方が描かれるが、しかし
実際には、彼女は、「いやな赤」と彼女自身が呼ぶ貧困への不安を抱えている。また、第二次世界
大戦によって弟を亡くしホリーは悲しみに暮れる。人種差別、貧困、戦争といった現実が存在する
アメリカ社会への鋭い視点によって、カポーティは、アメリカ社会の貧困や人種差別といった現実
や、アメリカ社会における同性愛者の存在を描いたノンフィクション・ノベル『冷血』を生み出し
たのである。 
注
１　 注の表記方法は MLA 方式による。
２　Ｊ・ダグラス・ペリー・ジュニア（J. Douglas Perry, Jr.）は、三つのイメージと三つのテーマに加えて著者
の主張する三つの構造について述べている。三つのイメージとは、部屋、旅、鏡であり、三つのテーマとは、
閉じ込め、逃走、ナルシズムである。そして、構造として、同一中心性、予定された順序、同一性格人物
の反復を挙げている。これらのイメージ、テーマ、構造がお互いに作用しあってゴシック小説が成立する
と述べる。
３　その始まりは、ホレス・ウォルポール（Horace Walpole, 1717－97）の『オトラント城』The Castle of Otranto
（1764）であると言われている。そして、その約30年後、『ユードルフォの秘密』The Mysteries of Udolpho（1794）
で有名なアン・ラドクリフ（Ann Radcliffe, 1764－1823）が登場することによってゴシック小説は大流行する。
この時代において「ゴシック」は「中世の」という意味で使われている。また、メアリ ・ーシェリー（Mary 
Shelly, 1797－1851）の『フランケンシュタイン、あるいは現代のプロメテウス』Frankenstein; or the Modern 
Prometheus（1818）、ブラム・ストーカー（Bram Stoker, 1847－1912）の『ドラキュラ』Drucula（1897）の
ような怪物を扱った作品もゴシック小説と呼ばれる。また、ゴシック小説は英国ヴィクトリア朝文学にも
影響を与えたと言えわれている。
４　 「要するに，アメリカのゴシック小説は広く西欧文学の伝統にあずかりつつも，独自の歴史環境や特殊な
文化的・政治的制度による抑圧の影響を受けてさまざまな屈折を生じ、イギリスやヨーロッパのものとは
少なからず異なるものになったのである．」（マルヴィ－ロバート5）
５　アラバマの田舎で綿花栽培を営むカポーティの親類の家の近くの小さな田舎町がヌーン・シティー（Noon 
City）のモデルである。「･･････ 綿花栽培を営む一族で、アラバマの片田舎に住んでいた。綿花畑、家畜の
ウシ用の牧草地、松林、土で作った道、小川とゆっくりと流れる小さな川、カケス、フクロウ、コンドル、
空っぽの空に円を描きながら飛んでいる。遠くに聞こえる汽車の笛。そして、5マイル先に小さな田舎町が
あった。本物のヌーン・シティである。」（“A Voice from a Cloud” 5－6）とカポーティは述べている。
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６　ジョエルとアイダベルが、アフリカ系アメリカ人男女の性交渉を目撃する場面においては、性描写がなさ
れている。
７　現在、20周年記念版は未見である。しかし、ニューヨーク公共図書館（New York Public Library）が収蔵し
ているトルーマン・カポーティ資料集（Truman Capote Papers）の中に、20周年記念版に寄せた序文の手書
きの原稿とカポーティ自ら直しを入れたタイプされた原稿が収められている。
８　『犬は吠える』はカポーティが発表したエッセイや紀行文を集めたもの。『地方色』Local Color （1950）、『詩
神の声聞こゆ』Muses Are Heard （1956）『観察日記』Observations （1959）などを含む。
９　ウィリアム・フォークナ （ーWilliam Faulkner, 1897－1962）、ウェルティ（Eudora Welty, 1909－2001）、マッカラー
ズ（Carson McCullers, 1917－1967）といった南部作家たちの影響を受けているとするのは誤解であると述べ
る（4）。そこで、カポーティは自身に最も大事であった作家たちとして順不同に次のように挙げる。アメ
リカではジェイムズ（Henry James, 1843－1916）、トウェイン（Mark Twain, 1835－1910）、ポー（Edgar Allan 
Poe, 1809－1849）、キャザー（Willa Cather, 1873－1947）、ホーソン（Nathaniel Hawthorn, 1804－1864）、セア
ラ・オーン・ジュエット（Sarah Orne Jewett, 1849－1909）を、海外ではフロベール（Gustave Flaubert, 1821
－1880）、オースティン（Jane Austen, 1775－1817）、ディケンズ（Charles Dickens, 1812－1870）、プルースト
（Marcel Proust , 1871－1922）、チェーホフ（Anton Chekhov, 1860－1904）、キャサリン・マンスフィールド
（Katherine Mansfield, 1888－1923）、Ｅ・Ｍ・フォースター（E. M. Forster, 1879－1970）、ツルゲーネフ（Ivan 
Turgenev, 1818－1883）、モーパッサン（Guy de Maupassant, 1850－1893）、エミリー・ブロンテ（Emily Brontë, 
1818－1848）。アメリカを代表する作家はもちろんのこと、海外の有名な作家を挙げている。同性愛者と考
えられる作家を挙げている点が興味深い。
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